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別記様式2 
副 専 攻 プ ロ グ ラ ム 説 明 書  

  

開設学部（学科）名〔工学部第一類（機械・輸送・材料・エネルギー系）〕 

プログラムの名称 （和文） 輸送システム副専攻プログラム 

（英文） Program of Transportation Systems 
１．概要 

古来人類は人や物を行き交わすことにより文明を発展させて来た。それ自体が文明の産物である乗り物

は，人や物の輸送手段として重要な役割を果たすとともに，文明の発展に伴い陸から海へ，そして空へと

媒体としての場を広げてきている。人類の活動のグローバル化が進展する現在では，それらの場，すなわ

ち陸圏，海圏，空圏を含めた地球圏全域での複雑な輸送ネットワークが構成されており，人類の種々の活

動を支えている。船舶・航空機・自動車・鉄道など乗り物を主体とする輸送機器（Vehicle）および物流シ

ステムの工学技術は，輸送のハードおよびソフトの観点からこれまで以上に重要となっている。 

一方，輸送機器の運用の場でもある地球圏は今日深刻な環境問題に直面しており，輸送機器の工学技術

を考えるにおいては，従来行われている環境低負荷型の視点に立った設計のみならず，人工物である輸送

機器と自然環境とが調和した共生システムを構築・維持する観点が必要不可欠である。したがって，ロー

カルエリア及びグローバルエリアの両視点で海洋環境や大気環境を理学的・工学的見地から探究しつつ，

地球圏環境を保全・創造する工学技術を開発し，さらには，輸送機器と地球圏環境とが共生するための工

学技術を構築していくことが極めて重要となる。 

このような背景から，当プログラムでは，以下に示すような工学技術について総合的に学習する。  

1．自動車，鉄道，船舶，航空機等を主体とする輸送機器および物流システムに関する工学技術。 

2．ローカルエリアおよびグローバルエリアの両視点から海洋環境や大気環境を探求しつつ，地球圏環境全

体の保全・創造技術を開発するとともに，輸送機器と共生するための工学技術。 

これらの工学技術の応用分野は，輸送機器関連分野，環境保全・自然エネルギー利用技術分野である。

具体的には，船舶・海洋，航空・宇宙，自動車，情報・通信機械，風力・潮流・波力による発電などのハ

ードウェアのみならず，輸送・物流システム，電機・コンピュータシステム，システムエンジニアリング

などのソフトウェアなど，幅広い分野が対象となる。 

本プログラムの学習を通じて，地球圏における輸送機器および環境関連機器に関わる技術的問題に対し

て，自ら問題を発見でき，科学的・合理的に問題解決策を探り，調和的・倫理的に問題を解決できるよう

な実行力とリーダーシップを有する技術者・研究者を輩出することを目標にしている。 

 

２．到達目標 

目標A 教養・視野の広さ 自然科学・人文・社会の3分野の視野から，総合的な知識を習得し，

多面的に物事を考える能力および倫理観を養成 
目標B 基礎知識 エンジニア・研究者として必要な基礎知識の理解と習得 

B-1 数学力学系の基礎 
B-2 情報工学系の基礎 
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目標C 専門知識と応用力 輸送機器及び環境共生に関わる専門知識とそれらを問題解決に応用

できる能力の養成 
C-1 構造工学分野 
C-2 環境・流体工学分野 
C-3 システム分野 

目標D デザイン力と実行

力 
輸送機器及び環境共生に関わる創成デザイン能力およびプロジェク

ト実行力の養成 

目標E コミュニケーショ

ン力と伝達力 
エンジニア・研究者として必要なコミュニケーション力および情報

伝達力の養成 



1T 2T 3T 4T 1T 2T 3T 4T 1T 2T 3T 4T 1T 2T 3T 4T

運動学基礎 2 選択必修 4

プロジェクトマネジメント 2 選択必修 4

海洋大気圏システム 2 選択必修 　 4

リモートセンシング 2 選択必修 4

自然エネルギー利用工学 2 選択必修 4

輸送機器論Ⅰ 1 選択必修 2

輸送機器論Ⅱ 1 選択必修 2

輸送機器論Ⅲ 1 選択必修 2

物流システム 2 選択必修 4

大規模システム計画学 2 選択必修 4

インターンシップ 1 選択必修 3 3
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